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１ 金  

２ 土  

３ 日      

４ 月  

５ 火  

６ 水 フレンドリー（ちきゅう・たいよう・ぎんが） 

７ 木  

８ 金 未就園児子育て支援事業(リトミック) 

９ 土  

１０ 日  

１１ 月 山の日        

１２ 火                  

１３ 水     特別保育期間 

１４ 木       ※お弁当の用意を  

１５ 金 お願いします 

１６ 土  

１７ 日  

１８ 月  

１９ 火  

２０ 水 音楽教室（ちきゅう・たいよう・ぎんが） 

２１ 木  

２２ 金 誕生会 

２３ 土  

２４ 日    

２５ 月 避難訓練 

２６ 火  

２７ 水  

２８ 木  

２９ 金  

３０ 土  

31 日  

令和７年８月１日 

園長 宇野 智子 

            参観日の試行的実施を終えて・・・ 

 『普段の園での様子を見てもらいたい』という思いをずっと持ち続けていました。ただ、最大の

懸念は、やっとの思いでおうちの人とバイバイし、気持ちを切り替えた子どもたちにとって、お

うちの人との「ちょっとだけ」の対面がどれほど酷なものかということでした。 

 乳児（しずく組は除く）クラスにおいて、2 階の窓からこっそりと観ていただいたのは、さみし

い思いをさせたくないという思いからでした。 

幼児組ともなると「今日は、参観日。おうちの人がきてくれるぞ！」と張り切って、楽しみに

してくれる子もたくさん見受けられます。ただ、いくら幼児組とはいえ、やはりお子さんによっ

ては、おうちの人の姿を目にして、気になったり、甘えたくなったりしてしまう事もあります。 

ですから、幼児クラスもこっそりがいいのかもしれませんが、今回、幼児組の参観を一般的な形

態とし、内容を「自由遊び」ではなく、音楽教室や製作などにしたのは、先に控える「就学」を見

据えたお子さんの様子を、イメージしていただく機会の一つにしていただけたらと考えたからで

す。 

暑い中、本当にたくさんの保護者の方が、お仕事の都合をつけて参観に来ていただいたことか

ら、保護者の皆様の「ニーズ」を感じるのですが、アンケートの回答をもとに来年度の実施を検

討いたします。回答数が少ないとご賛同いただけたのかそうでなかったのかの判断が難しいので、

率直なご意見をお聞かせください。 

今回のアンケートに限らず、保護者の皆様のご意見やご感想をできるだけ次年度に生かして行

きたいという思いでおりますので、お忙しいところ、お手数をおかけしますが、アンケートにご

回答いただきますようにご協力をお願いいたします。 

 

まきしまひいらぎえんだより 8 がつ 

今月の目標 

し ず く    水に親しみ、心地よさを感じ夏ならではの遊びを楽しむ。 

う み    水遊びやプール遊びのおもしろさや気持ちよさを味わう。 

        保育者と一緒に身の回りのことをやってみようとする。 

そ ら    保育者に見守られながら、衣服の着脱をしようとする。 

        友達や保育者と一緒にプール遊びを楽しむ。 

ちきゅう    水分補給を行い、暑い夏を健康に過ごせるようにする。 

        水の心地よさを感じ、プール遊びを思いきり楽しむ。 

たいよう    プール遊びを楽しむ中で、様々な動きや新しい遊びに挑戦する。 

        友達に言葉で自分の思いを伝えたり、相手の思いに気づこうとしたりする。 

ぎ ん が    健康に興味をもち、自ら水分補給をしたり、休息をとろうとしたりする。 

        プール遊びの中で、自分なりのめあてをもち達成する喜びを味わう。 

 今月の歌  

し ず く「ミックスジュース」「アイアイ」 

う み「アイスクリーム」「水あそび」 

そ ら「わにのうた」「みつやサイダー」 

ちきゅう「おばけなんてないさ」「アイアイ」 

たいよう「手のひらを太陽に」 

「南の島のハメハメハ大王」 

ぎ ん が「あおいそらにえをかこう」「うみ」 

                  アイドルやねん！ 

 先日、修理保全の打ち合わせに、業者さんと園内を回っていた時のことです。ぎんが組を覗くと

思い思いに装飾を施した衣装？を身に着けた十人ほどの女の子が、扉の陰に身をひそめている様子

に遭遇しました。「何やってんの？」と思わず尋ねた私に、「もうすぐ コンサートが始まるねん」

とのこと。どうも彼女たちは、アイドルごっこの真っ最中で、まさに出番待ちのステージの袖に待

機していたようです。そして、扉の向こうに目をやると、なんとそこにはアイドルの登場を待つお

客さんたちが座っていました。私が驚いたのは、そのごっこ遊びのクオリティの高さです。アルミ

ホイルで作ったピンマイクを付けたアイドル、曲に合わせてペンライトを振る観客。細かな小道具

がそれはもうとてもリアルに再現されていました。ダンスもかなり本格的な振り付けで、ちゃんと

シンクロしていました。二人がダンスして遊んでいたところからスタートしたこの遊びは、どんど

ん広がり、自分たちで考え、自分たちで作り、自分たちで進め、みんなで楽しむ遊びへと発展して

いったようです。保育者の話では、この他にもワンマンショーを 

披露するつわものもいるそうです。主体的に取り組むことが、どれ 

ほど子どもたちの意欲を高め、キラキラさせるかを、あらためて感 

じ取ることができた瞬間でした。暑すぎて、戸外に出て、思い切り 

遊ぶことが難しい毎日です。そんな中でも、子どもたちが「明日も 

この続きしてあそぼ」と楽しみに登園して来てくれる素敵な楽しい 

ことがある園でありたいと願っています。    （園長 宇野） 

『噛みつきや引っ掻き』について 

 乳児にみられる行動のひとつです。成長に伴いだんだ

んと消失していくのですが、お子さんによって０歳・１

歳頃、頻発することがあります。発生の要因は様々で、大

半は、おもちゃの取り合いといったものですが、時には

一方的に被害にあうこともあります。 

園では集中して遊びこめる環境を整えることや、スキン

シップをしっかりとり、イライラせずゆったりと過ごせ

るよう配慮するなどしています。ただ、それでも全てを

防ぐことはできず、痛い思いをさせてしまうことがあり、

その都度、申し訳ない気持ちでいっぱいになります。 

園でのことは、園の責任と考えていますが、双方の保護

者にお伝えする意図をお汲み取りいただき、顔を合わさ

れた際には、一言添えていただきますと幸いです。 

  

 

URL  https://shingekai.jp    

ホームページからブログを見ることができます。 

https://shingekai.jp/

